
のこぎり

土
ど

台
だい

・支
ささ

え・飾
かざ

り付
つ

けに使
つか

える

厚
あつ

さ２㎜の
丈
じょう

夫
ぶ

な作
さく

品
ひん

台
だい

紙
し

入
いり

！

ギコギコギコギコ
切
き

りやすい！くぎ打
う

ちしやすい！

サイズ豊
ほう

富
ふ

な木
もく

材
ざい

セット！

ギコギコ感
かん

が楽
たの

しめる
桐
きり

材
ざい

使
し

用
よう

！

太
ふと

い木
もく

材
ざい

もトントンつなげる、
２種

しゅ

類
るい

のくぎ入
いり

！

生
せい

活
かつ

で役
やく

立
だ

つものがつくれる
ヒートン２個

こ

入
いり

！

※写
しゃ
真
しん
と内
ない
容
よう
品
ひん
の仕

し
様
よう
が若

じゃっかん
干異
こと
なる場

ば
合
あい
があります。

■用
よう
意
い
するもの

接
せっ
着
ちゃく
剤
ざい

金
かな
づち はさみ絵

え
の具
ぐ

のこぎり

セ
ッ
ト
内な
い

よ
う

角
かく
材
ざい
（大
だい
）……………１

角
かく
材
ざい
（小

しょう
）……………２

板
いた
材
ざい
…………………１

作
さく
品
ひん
台
だい
紙
し
……………１

くぎ（大
だい
）……………５

くぎ（小
しょう
）……………５

ヒートン……………２
サンドペーパー……１

※写
しゃ
真
しん
の作
さく
品
ひん
は着

ちゃく
色
しょく
しています。

・のこぎりなど、工
こう

作
さく

用
よう

具
ぐ

の
　取

と

りあつかいに注
ちゅう

意
い

しましょう。
・残

のこ

った部
ぶ

品
ひん

は、ふくろに入
い

れて
　かたづけておきましょう。

※裏
うら
面
めん
につくり方

かた
の

　説
せつ
明
めい
があります。



− のこぎりギコギコ −つくり方
かた

工
こう

作
さく

用
よう

具
ぐ

の使
つか

い方
かた

切
き

った木
き

を組
く

み合
あ

わせて、作
さく

品
ひん

をつくろう！

安
あん

全
ぜん

に親
おや

指
ゆび

を
あてがって、
は
4

元
もと

でやさしく
ゆっくりと、
引

ひ

きみぞを
つけます。

■切
き

り始
はじ

め

①打
う

ち始
はじ

めは、え
4

のくびれ
　あたりを持

も

って、
　平

たい

らな面
めん

で軽
かる

く打
う

ちます。

②打
う

ちこむときは、
　え

4

の後
うし

ろの方
ほう

を持
も

ち、
　ひじから下

した

を使
つか

って
　打

う

っていきます。

③打
う

ち終
お

わりは、
　丸

まる

い面
めん

でしっかりと
　打

う

ちこみます。

作
さく

品
ひん

をてんじする作
さく

品
ひん

台
だい

や、
かざりつけの材

ざい

料
りょう

にすることもできます。
小

こ

物
もの

かけや、
切

き

った材
ざい

料
りょう

をつるすこともできます。

取
と

り付
つ

けた後
あと

はかぎを
かけたり、かざりつけに
いかしたりしましょう。

右
みぎ

に回
まわ

して
取
と

り付
つ

けます。

のこぎりの使
つか

い方
かた

（例
れい

）

くぎの打
う

ち方
かた

（例
れい

）

板
いた

のうらにくぎの先
さき

が
出
で

たときは、
セロハンテープを
重
かさ

ねるなどして、
ほごします。

切
き

り取
と

って、
かざりをつくったよ。

作
さく

品
ひん

台
だい

平
たい

らな面
めん

丸
まる

い面
めん

え
44

くぎは真
ま

っすぐ立
た

てる。

木
き

と木
き

の間
あいだ

にはさみ、
高
たか

さを出
だ

したよ。

■切
き

り終
お

わり

板
いた

の重
おも

みでわれないように、
友
とも

達
だち

と協
きょう

力
りょく

してのこぎりを
立

た

ててゆっくりと、
小

こ

きざみに引
ひ

きます。

まかせて！

動
うご

かない
ように、
しっかり
おさえてね。

作
さく

品
ひん

台
だい

紙
し

の使
つか

い方
かた

ヒートンの使
つか

い方
かた

■切
き

るときのしせい
のこぎり、切

き

る線
せん

、
顔
かお

の中
ちゅう

心
しん

を真
ま

っすぐ
にします。

足
あし

でしっかり
おさえます。

せんいの方
ほう

向
こう

と、は
4

のしくみ

木
き

には、たてと横
よこ

のせんいが
あり、その方

ほう

向
こう

を切
き

ることに
あったは

4

を使
つか

い分
わ

けます。

たてびきのは
44

横
よこ

びきのは
44

たてびきの
は
4

で切
き

る。

横
よこ

びきの
は
4

で切
き

る。

せんい
の方

ほ う

向
こ う


